
13：30～ ［開会］
 ［主催者挨拶･施策説明］　福島労働局

13：40～ ［基調講演］

 「産業医から見る過労自殺企業の内側」
  大室 正志 氏
  （大室産業医事務所 代表）

14：40～ 休  憩

14：50～ ［取組事例報告］
  福島働き方改革推進支援センター

15：10～ ［ご遺族からの声］

15：25～ ［閉会挨拶］

15：30 ［閉会］

日時

過労死等防止対策推進
シンポジウム

福島会場

会場

プログラム

2022年11月25日（金）
13：30～15：30（受付13：00～）

郡山商工会議所
6階 大ホール
（福島県郡山市清水台1-3-8）

主催：厚生労働省　　　後援：福島県、郡山市
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、
 福島県医師会、福島県商工会議所連合会、福島産業保健総合支援センター、福島県労働基準協会、
 福島県社会保険労務士会、福島民報社、福島民友新聞社



過労死等防止対策推進シンポジウム過労死等防止対策推進シンポジウム

福島県知事 メッセージ 郡山市長 メッセージ

　過労死等防止対策推進シンポジウムの開催に当たり、御挨拶申し上げます。

　我が国では、長時間労働やハラスメント等の過酷な労働環境によって、多くの方の
尊い命が失われ、心身の健康が損なわれることが深刻な社会問題となっています。

　現在、過労死等防止対策推進法の下、関係行政機関が緊密に連携し、長時間労
働の是正や年次有給休暇の取得促進などにより、過労死等の防止に取り組んでい
るところです。

　さらに、本年４月から、中小事業主にもパワーハラスメントの雇用管理上の措置
義務が課されるなど、職場におけるハラスメント防止対策が強化されたことを受け、
関係機関において法改正の周知啓発を行っております。

　こうした中、新型コロナウイルス感染症の影響や少子高齢化による労働力不足
等により、これまでの暮らし方や働き方を変えていくことが求められており、テレワー
クや時差出勤の導入など、柔軟な働き方を可能とする環境整備を更に進めていく
ことが重要です。

　県においては、こうした状況に適切に対応していくとともに、過労死の防止につ
ながるよう、従業員の方々の健康づくりを支援する「健康経営」の普及拡大、ワー
ク・ライフ・バランスの推進、仕事と家庭の両立や男女共同参画等に積極的に取り
組む企業への支援、経営者による「イクボス宣言」など、働きやすい職場環境づく
りをしっかりと推進してまいります。

　結びに、本シンポジウムの開催に御尽力いただいた関係の皆様に深く敬意を表す
るとともに、御参会の皆様の御健康、御活躍をお祈り申し上げ、挨拶といたします。

福島県知事　内 堀　雅 雄

　｢過労死等防止対策推進シンポジウム」の開催に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

　皆様には、日頃より郡山市政各般にわたり特段の御理解と御協力をいただいて
おりますことに対し、厚く御礼を申し上げます。

　さて、改めて申し上げるまでもなく、我が国では依然として、働きすぎやパワーハラ
スメント等の労働問題により、多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれる深刻な
状況にあり、ＳＤＧｓの理念である「誰一人取り残されない持続可能な社会」の重要
性が益々高まっております。

　こうした中、関係者の皆様が一堂に会し、「過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ」のテーマのもと本シンポジウムが開催されますこ
とは誠に意義深く、過労死等に対する理解促進が図られるものと御期待申し上げ
ます。

　本市におきましては、「誰一人自殺に追い込まれることのないまち こおりやま」を
目指して、2019年3月に「郡山市いのち支える行動計画」を策定し、市民･団体･事業
所等の皆様との「公民協奏」により、自死対策を積極的に推進しているところです。

　今後におきましても、「セーフコミュニティ国際認証都市」として科学的・客観的な
データ分析により、事故やけがを予防し、安全･安心なまちづくりを推進してまいり
ますので、引き続き御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、本シンポジウムの開催に当たり、様々な感染拡大防止対策を講じるなど、
御尽力いただいた関係者の皆様に深く敬意を表するとともに、御参会の皆様方の
御健勝、御活躍を心から御祈念申し上げ、御挨拶といたします。

郡山市長　品 川　萬 里



過労死等
防止対策推進
シンポジウム

参加
無料
事前申込

近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって
多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。

本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方のご遺族にも
ご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

過労死をゼロにし、健康で充実して働き続けることのできる社会へ

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行い実施いたします。感染拡大の状況により、開催方法が変更になる場合や、参加者数を制限するなど、
規模を縮小して実施する場合があります。最新の情報は特設ホームページにてご確認ください。なお、参加には事前申し込みが必要です。

▼ 特設ホームページはこちら

二次元バーコードを
読み込んで下さい。

郡山商工会議所 6階 大ホール
（福島県郡山市清水台1-3-8）

2022年
11月25日（金）
１３：３0～１５：３0（受付１３：00～）

日時 会場

主催：厚生労働省　　　後援：福島県、郡山市
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、
 福島県医師会、福島県商工会議所連合会、福島産業保健総合支援センター、福島県労働基準協会、
 福島県社会保険労務士会、福島民報社、福島民友新聞社

福 島会場



「個人情報の取扱いについて」・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用します。ただし、新型コロナウイルス感染症の感染疑いが生じた場合に、保健所への
情報提供に限り使用します。 ・他の目的ではご本人の同意なく第三者に提供をいたしません。  ・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（https://www.p-unique.co.jp/hp/privacy.html）」に
従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

●以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。 FAX番号 03-6264-6445
●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

連 絡 先

企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死等の当事者・家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

5名以上のお申込みは、
別紙（様式自由）にて
FAXしてください。

●FAX：●TEL：
●E-mail：

（お問い合わせ先） 厚生労働省シンポジウム事業受託事業者 株式会社プロセスユニーク 電   話：　　0570-070-072 
 E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp

▶新型コロナウイルス感染症の影響により事前申し込みをお願いします。
　尚、定員になり次第締め切りとさせていただきますのでご了承ください。
▶申し込みはWebまたは FAXでお願いします。
▶参加証を発行いたします。当日、受付までお持ちください。
▶定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡いたします。
▶連絡先のTEL か E-mail のどちらかは必ずご記入ください。

参加申込について

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

▼ 特設ホームページはこちら
過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●Webからの申し込み：

二次元バーコードを読み込んで下さい。

郡山商工会議所 6階 大ホール
（福島県郡山市清水台1-3-8）
・東北本線・東北新幹線郡山駅より徒歩8分

会場のご案内

プログラム福 島 会場

大室 正志 氏
大室産業医事務所代表

大室産業医事務所代表。産業医科大学医学部医学科卒業。
専門は産業医学実務。ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会
社統括産業医、医療法人社団同友会産業医室を経て現職。
メンタルヘルス対策、感染症対策、生活習慣病対策など企
業における健康リスク低減に従事。現在約30社と産業医契
約。医療法人同友会顧問。社会医学系専門医・指導医。

著書 「産業医が見る過労自殺企業の内側」（集英社新書）

郡山商工会議所

［主催者挨拶・施策説明］  福島労働局

［基調講演］

 「産業医から見る
        過労自殺企業の内側」
 大室 正志 氏 （大室産業医事務所代表）

［取組事例報告］  福島働き方改革推進支援センター 
［ご遺族からの声］ 


